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私たちが未来を変える～安心社会に向けて～
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
連
合
山
梨
は
、
本
年
１
月
26
日
に
満
30
歳
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
30
年
を
記
念
し
た
、
ポ
ッ
プ
サ
ー

カ
ス
山
梨
貸
切
公
演
、
30
周
年
の
冠
を
付
け
た
メ
ー
デ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
は
、
記
念
誌
の
発
刊
や
教
育
・
文
化
事
業
、
環
境
・
支
え
合
い
事
業
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
は
、
経
済
情
勢
に
不
安
要
素
も
あ
り
ま
す
が
、
２
０
１
４
年
以
降
続
い
て
い
る

賃
上
げ
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
２
０
１
６
年
か
ら
「
底
上
げ
・
底
支
え
・
格
差

是
正
」
を
強
調
し
、
例
え
ば
賃
上
げ
率
で
は
、
親
会
社
を
子
会
社
・
孫
会
社
が
上
回
る
、
中
小
が
大
手
を
上

回
る
、
非
正
規
と
い
わ
れ
る
形
態
の
方
々
が
正
規
を
上
回
る
な
ど
、
そ
の
傾
向
は
着
実
に
進
ん
で
き
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
世
の
中
に
広
く
波
及
し
て
い
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
賃
金
格
差
は
賃
金
の

額
に
こ
だ
わ
っ
た
底
上
げ
こ
そ
が
そ
の
解
消
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
賃
金
水
準
を
追
及

す
る
闘
争
へ
と
強
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
何
れ
も
難
し
い
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
人
の
暮
ら
し

の
底
上
げ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
春
季
生
活
闘
争
の
重
大
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
同
一
労
働
同
一
賃
金
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
昨
年
導
入
さ
れ
た
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
も
本
年
か
ら
中
小
企
業
へ
と
適
用
拡
大
さ
れ
ま
す
。
働
き
方
改
革
は
私
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て
大
切
な
課

題
で
す
。
地
域
社
会
へ
の
発
信
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

政
治
は
混
迷
の
度
を
越
え
現
政
権
に
も
は
や
信
頼
の
二
文
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
山
梨
は
、
昨
年
の
各

選
挙
戦
で
総
合
的
に
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
常
在
戦
場
に
あ
る
衆
議
院
は
緊
張
感
を
持

ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
況
で
す
。
連
合
山
梨
は
、
昨
年
の
定
期
大
会
で
引
き
続
き
中
島
克
仁
代
議
士

の
支
援
を
確
認
し
ま
し
た
。
い
か
な
る
状
況
に
な
ろ
う
と
も
、
よ
も
や
現
政
権
を
利
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

結
束
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

関
係
者
各
位
の
一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
は
「
庚
（
か
の
え
）」
の
子
年
だ
そ
う
で
す
。
庚
子
年
は
動
き
が
あ
り
新
し
い
も
の
を
作
ろ
う

と
さ
れ
る
年
、
変
化
が
生
ま
れ
全
く
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
に
適
し
た
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

〝
私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る
〞
そ
ん
な
気
概
を
も
っ
て
、
31
年
目
に
力
強
く
踏
み
出
し
て
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

さ
あ
、
は
じ
め
よ
う
！

　
私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る　

さ
あ
、は
じ
め
よ
う
！

”

“

令和 ２年　元 旦
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※記号　◎＝委員会・部会委員長、フェアワーク推進センター･政策センターはセンター長、退職連合は会長
　　　　○＝委員会副委員長、フェアワーク推進センター･政策センターは副センター長、退職連合は副会長　
　　　　◇＝事務局主幹　◆＝事務局副主幹　□会計・会計監査 

ユニオンアドバイザー　小沢 政人

会計監査　岩下 実　刑部 聡
　　　　　藤原 和也

執行　土橋 大輔　大森 竜　植松 久雄　櫻井 澄人　池本 伊左男　野口 良朋
委員　向井 仁志　若月 清人　田草川 厚彦　植松 陽二　早川 貴宏
　　　宮下 竜三　前田 宝　弘瀬 誠　土橋 一光　辻 由樹　小林 さつき

会長代行　田中 好久
副 会 長　藤田 益孝　佐々木 琢郎　小串 吾郎
　　　　　杉原 孝一　木内 清一　中田 一秀　坪井 茂

副事務局長　白倉 範人
　　　　　　福井 太一　廣瀬 信一

事務局長　窪田 清

事務局次長　伏見 勉

会　　長　萩原 雄二

2020年度 連合山梨 執行機関組織構成図

2019.12.12時点

　 部 門 　

組 織 対 策

組 織 拡 大

政 策 制 度

中 小 対 策

男 女 平 等

政 治
セ ン タ ー

連 帯・平 和

総 務 財 政

地 域 協 議 会

産 業 別
連 絡 会

ボランティアST

退 職 連 合

　 　 　 　 　 委 員 会 ・ センター・連絡会の構成

◎中田 一秀　○木内 清一　◇白倉 範人　◆船渡 義昭
　土橋 大輔　植松 久雄　櫻井 澄人　向井 仁志　植松 陽二
◎竹川 朝也　○平岡 聖啓　◇砂山 玲央
　大竹 邦夫　加藤 孝治　市川 裕也　小沢 安司　土屋 拓巳　斯波 惠太
　鈴木 翔太　田中 康喜　小林 達哉　田代 和成

◎佐々木 琢郎　◇白倉 範人　◆伏見 勉
　土橋 大輔　大森 竜　櫻井 澄人　池本 伊左男　向井 仁志　若月 清人
　田草川 厚彦　前田 宝　弘瀬 誠　土橋 一光
◎佐々木 琢郎　○窪田 清　◇伏見 勉　◆小沢 政人

◎小串 吾郎　〇坪井 茂　◇福井 太一　◆白倉 範人　◆伏見 勉
　大森 竜　野口 良朋　早川 貴宏　宮下 竜三　前田 宝
　弘瀬 誠　土橋 一光　辻 由樹　小林 さつき

◎藤田 益孝　◇白倉 範人　◆船渡 義昭
　大森 竜　植松 久雄　櫻井 澄人　若月 清人　田草川 厚彦　宮下 竜三　小沢 政人

◎杉原 孝一　◇廣瀬 信一　◆辻 由樹　◆船渡 義昭
　土橋 大輔　池本 伊左男　野口 良朋　植松 陽二　早川 貴宏　小林 さつき
◎辻 由樹　○田邉 優子　◇小林 さつき　菅野 志乃　小尾 ゆう子　望月 里沙
　伊藤 久美　大川 孝　雨宮 莉里

◎田中 好久　◇窪田 清
　藤田 益孝　佐々木 琢郎　小串 吾郎　杉原 孝一　木内 清一　中田 一秀　坪井 茂

◇窪田 清　◆船渡 義昭

◎田中 好久　◇窪田 清
　藤田 益孝　佐々木 琢郎　小串 吾郎　杉原 孝一　木内 清一　中田 一秀　坪井 茂
◎福井 太一　◇船渡 義昭　土橋 大輔　大森 竜

◎棚本 孝　◇前田 宝
◎有泉 眞　◇弘瀬 誠
◎長田 茂　◇土橋 一光　　　　専従役員と３地協との連絡会議を設置

◇廣瀬 信一　 自治労　日教組　全水道　国公総連　政労連　森林労連
◇船渡 義昭　 電機連合　JAM　自動車総連　基幹労連
◇白倉 範人　 JP労組　運輸労連　JR総連　私鉄総連　JR連合　全自交　山交労組(ｵﾌﾞ)

◇窪田 清　　登録者：52名

◎細田 義一　○幡野 勝彦　○笠井 勲　○山口 恒夫　○樋口 髙子　○中澤 千尋
○上野 一博　○石原 茂雄　○鈴木 貢　○原 一徳　○斉藤 憲二　○遠藤 長男
◇小沢 政人　◆伏見 勉　□渡辺 節子
　小林 文徳　下山 光國　浅沼 恵美子　宮澤 敏次　清水 清敏　堀内 恒満　志村 優
　大木 勝藏　保坂 照雄　川上 章　今福 庸夫　三富 良雄　□武藤 郁夫　□森沢 敬

組織対策委員会

青年委員会

組織拡大委員会

フェアワーク
推進センター

政策制度委員会

中小対策委員会

男女平等参画推進
委員会
女性委員会

政治センター

（委員会なし）

総務財政委員会

編集委員会(HP)

東 部 地 協
中 部 地 協
西 部 地 協

官 公 部 門
金 属 部 門
交通・運輸部門

（委員会なし）

退 職 連 合

……

…………

……

………

……

……

…

…………

………

……

…

…………
…………
…………

…………
…………

……

…………
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　連合山梨は、いままで以上に暮らしの「底上げ」に
対する国民の認識を高め、働く人が報われる社会を

念頭においた、「クラシノソコアゲ応援団！ＲＥＮＧＯキャンペー
ン」の取り組みとして、12月3日（火）～12月5日（木）の間、構成組
織、地域協議会との連携により、適正な36協定の締結で長時間労
働・不払い残業の撲滅に向けた街宣行動を実施しました。
　また、12月11日（水）の甲府駅頭行動では、12月12（木）～12月
13日（金）が全国一斉集中労働相談ホットラインに設定されている
ことから、「ＳＴＯＰ！長時間労働」と記載されたビラ・ティッシュ
を配布し、脱長時間労働の呼び掛けを行いました。
　同時に、2019年10月12日に日本へ上陸し、甚大な被害を及ぼした台風19号に対しての復興支援の募金活動を行い、
13,394円の善意をいただきました。集まった募金は連合本部を通して、被災された各県に義援金としてお渡しします。
ご協力をいただきました多くの皆様に感謝申し上げます。

事務局　船渡 義昭　

　12月12日（木）～13日（金）の2日間において、「ＳＴＯＰ！長時間労働～あなたの働き方は大丈夫？～」をテーマとし
た全国一斉集中労働相談ホットラインを実施しました。
　社会に向けて労働時間を含めた働き方見直しの必要性や、ワークルールの浸透・周知を目的に行い、この２日間で６
件の相談があり、長時間労働に限らず多様な労働相談が寄せられました。  ①雇用関係の相談３件（解雇通告、契約打切
り２件）、  ②差別等２件（パワハラ１件・嫌がらせ１件）、  ③労働契約１件と、テーマとした長時間労働に関する労働相
談はありませんでしたが、対応の中で年次有給休暇や、時間外労働など労働時間に関するアドバイスを行いました。　
　時間外労働の上限規制や、年次有給休暇の使用者時季指定の義務化など、改正労働基準法の施行により、社会的に労
働時間等の意識は高まりつつあります。日頃の労働相談でも様々な相談が寄せられることから、労働基準法をはじめと
するワークルールの浸透が大事であることを再認識した２日間でした。

アドバイザー　小沢 政人　

5
THU

12 3 ～
TUE

山梨県内街宣行動   　　甲府駅頭行動12 11
WED

13
FRI

12 12～
THU

全国一斉集中労働相談

様々な労働相談、ワークルールの浸透が大事

　12月10日（火）労農福祉センターにおいて、連合山梨女性委員会第30
回定期総会を開催し、2020年度活動方針、新役員が満場一致で承認・可
決されました。
　2019年6月、ILO総会で「仕事の世界における暴力とハラスメントの根
絶に関する条約」が採択されました。しかし、日本が批准するためには国
内法の整備など、かなりハードルが高いようです。「働きがいのある人間らしい仕事の実現と女性活躍の推進」に
向け、「ワーク・ライフ・バランス実現をめざす取り組み」や「多様な仲間との結集と労働運動の活性化」を進めて

いくためには、長時間労働の是正は喫緊の課題です。
様々なハラスメント根絶、女性リーダー育成を見据え、
誰もが働きやすく暮らしやすい社会の実現をめざし、
取り組みを進めていきます。これからも女性委員会へ
のご理解ご協力をお願いいたします。

女性委員会　委員長　辻  由樹　

委 員 長
副委員長
事務局長

委 員

日 教 組
自 治 労
ＪＰ 労 組
電機連合
Ｊ Ａ Ｍ
情報労連
電力総 連
運輸労連
運輸労連

山梨県教職員組合
山 梨 県 職 員 連 合
ＪＰ労組 山梨甲府支部
富士通アイ･ネット労組
キ ト ー 労 組
Ｎ Ｔ Ｔ 労 組
東電労組 山梨地区本部
ヤマト運輸労組 山梨支部
ヤマト運輸労組 山梨支部

辻 　 由 樹
田邉　優子
小林さつき
菅野　志乃
小尾ゆう子
伊藤　久美
望月　里沙
大 川 　 孝
雨宮　莉里

役　職 産別名 単　組　名氏　名
✿ 2020年度役員

事務局長

委 員

ＪＰ 労 組
電機連合
Ｊ Ａ Ｍ

ＪＰ労組 山梨甲府支部
新旭電子工業山梨労組
日立オートモティブシステムズ労組

田邊　桂子
佐野由紀子
渡辺　美鈴

役　職 産別名 単　組　名氏　名
✿ 退任役員

12 10
 TUE 女性委員会 第30回定期総会

誰もが働きやすく、暮らしやすい
社会の実現をめざして！
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連合山梨ホームページ連合本部フェイスブック

12 20
FRI
2019年度 議員懇話会総会・幹事会

寄　付

50,000

50,000

100,000

40,000

50,000

50,000

50,000

ＮＨＫ歳末助け合い（海外）

ＮＨＫ歳末助け合い（国内）

山梨県ともしび基金

山梨県肢体不自由児協会

山梨県手をつなぐ親の会　

福祉作業所たんぽぽの家　

ゆうき工房　

寄　付

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

福祉作業所つくしの家　

あさひ福祉作業所　

社会福祉法人ぶどうの里　

どんぐり牧場・芽生

ひかりの家学園　

社会福祉法人ありんこ　

富士桜作業所

寄　付

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

社会福祉法人不二の里森福祉会

東部授産園みとおし　

社会福祉法人アドバンス　

NPO法人自立支援FIT

台風19号災害支援金（連合本部）

給 付 金

100,000

55,000

死亡給付金  10名

見舞給付金  11名

（10,000/人）

（5,000/人）

給 付 金

10,000

0

障害1級  1名・2級  0名

障害3級  0名

（10,000/各級）

（5,000/級）

2019年度 給付金

165,000

2020年度 寄付 990,000

2018年9月1日～2019年8月31日　2019年度の「給付金」は下記の通りです。

　連合山梨は「ふれあい基金」から、毎年社会福祉施設等に寄贈しています。第1回執行委員会で確認された2020年度寄贈
先は下記の通りです。また、第2回執行委員会にて、台風19号災害に対する支援金として、50,000円を寄付することとし、
連合本部を通して被災された各県にお渡しすることが確認されました。引き続き皆様のご協力をお願いいたします。

連合山梨 ふれあい基金 給付･寄贈先一覧連合山梨 ふれあい基金 給付･寄贈先一覧

　山梨退職連合は、12月11日（水）岡島ローヤル会館において第27回定期総会を
14組織74名の役員・代議員の参加で開催しました。ご来賓として、日本退職連合
人見会長をはじめ、連合山梨萩原会長、中島・宮沢両国会議員秘書、友誼団体など
多くの皆様に出席をいただきました。議事では、2019年度の活動報告や決算報告
の後、組織拡大の取り組みと政策・制度の取り組みの前進を目指した2020年度の
運動方針や予算について、また、山梨退職連合の規約改正について審議し承認され
ました。また、役員改選では、これまで3年間にわたり会長を務められた加藤秀八
会長（ＪＲ東労組ＯＢ会）から、細田義一新会長（ＪＰ労組退職者の会）の体制とな
り、現退一致の活動を展開していきます。

事務局次長　伏見　勉　

山梨退職連合 第27回定期総会山梨退職連合 第27回定期総会12 11
WED

　連合山梨議員懇話会総会は、例年６月の開催でしたが、今年は選挙イ
ヤーでもあり、また連合山梨結成30周年という節目の年でもあったことか
ら、総会の実施については連合山梨の定期大会以降に実施することとして
いました。
総会には懇話会役員ならびに協力議員、連合山梨構成組織、地協の方々 38
名にご参加いただきまして、活動報告・活動方針・役員について確認され
ました。
　2019年度活動方針は、 ①連合山梨が掲げる政策・制度要求の実現、 ②組
織の強化と充実、 ③各級選挙への対応の３点になります。また、第49回衆

議院解散総選挙への取り組みでは、連合山梨議員懇話会顧問である中島衆議院議員と更に連携を深め、連合山梨が推薦する候
補の当選を果たすためのあらゆる活動を展開していくことも確認されました。
　2019年度の役員につきましては、会長に古屋雅夫氏「山梨県議会議員(情報労連)」、副会長には高尾貫氏「市川三郷町議会議
員(JP労組)」・桜田力氏「南アルプス市議会議員(JAM)」・田中好久氏「連合山梨会長代行(自治労)」、そして幹事長には荻原隆宏
氏「甲府市議会議員(自治労)」、副幹事長に窪田清氏「連合山梨事務局長(電力総連)」が連合山梨議員懇話会三役として確認され
ました。なお、幹事の皆さまにつきましては、連合山梨推薦議員と連合山梨三役産別の各代表者が就任しています。
　そして、議員懇話会総会終了後に、2019年度議員懇話会第１回幹事会を開催し、第49回衆議院解散総選挙に向けた議論を
重ね、各政党の中央の動向と県内動向についての情報共有と連合本部の考え方についても情報共有しました。

事務局長　窪田　清　


